
災害用井戸 自治体は増、民間は減 「小平井戸のが」アンケート調査 

 

伊籐久雄（ＮＰＯ法人まちぽっと理事） 

 

 小平市で 2015 年 1 月に発足した「小平井戸の会」（現在はＮＰＯ法人）は、震災時の市民

の生活用水の確保のために、市内に残された井戸の現地捜査を行い、『井戸戸籍』と『井戸

地図』を作っている。その小平井戸の会が調査し、公表した災害用井戸（名称は防災井戸、

災害時協力井戸など、自治体によって異なる）について、東京都新聞（2024 年 6 月 2 日）

が報道した。 

 本稿は、小平井戸の会による災害用井戸の調査活動と東京新聞の報道、そして私が住む府

中市の状況について報告するものである。 

 

１．小平井戸の会の活動 

 

 小平井戸の会のＨＰによれば、その活動は実に多彩である。 

〇 小平市内の井戸調査 

〇 小平市の井戸マップ 

〇 東京都の井戸行政調査（東京都 23区・多摩 26 市の災害用井戸に係わる施策調査） 

〇 学習会、見学会の開催 

〇 各種イベントでのブース出展 

〇 井戸に関する市民の要望を、請願や陳情という形で市議会に提出 

〇 井戸の修理業者の紹介 

 そのほか、「小平井戸の会」ニュースレターを月２回の頻度で発行している。最近の 203

号から 207 号までの記事内容は以下のとおり。 

・207 号：国分寺地下水の会の活動 

国分寺崖線下の湧水と井戸端から探る地下の水みちと暮らし 

・206 号：災害時の生活用水確保のための井戸の必要性について 

能登半島地震での教訓を活かすために 

・205 号：井戸調査は感動の連続 

初めての井戸調査に参加して 

・204 号：マンションにおける災害対策用井戸の設置 

インペリアル東久留米管理組合の取り組み 

・203 号：海図のない海に乗り出して 10 年 

2023 年の航海を振りかえる 

（206 号は参考資料として紹介している） 

 



２．災害用井戸の調査・公表 

 

 災害用井戸の調査・公表は、2018 年度に行っており、昨年（2013 年）11月から今年 2月

まで第 2回として実施した。調査手法は、23区と多摩 26 市にアンケート用紙を送付し、井

戸の数や用途、揚水手段などを質問。すべての自治体から回答を得ている。 

 同会が 2018 年度と 2023 年度を比較し、公表した一覧は下図のとおり。 

 

 

 

 東京新聞は Web 情報でも比較、分析した結果や、同会理事長の金子さんの指摘や今後の活

動予定などを紹介している（参考資料参照）。また、「「小平井戸の会」ニュースレター206 号：

「災害時の生活用水確保のための井戸の必要性について」では、会員の生活者ネットワーク

市議会議員の佐藤さんが、市議会での質疑や請願の進捗状況などを投稿している。合わせて

今回の調査から、公共の災害用井戸の有無、設置場所別の井戸の数「(基)について、図表が

示されている（参考資料）。 

 



３．府中市の状況について 

 

 ところで、府中市に対するアンケート結果は図表のとおり、公共の井戸 1 箇所のみであ

る。しかし、私も会員である「府中かんきょう市民の会」（水循環保全活動）においても報

告されたが、府中市独自の「公共施設の井戸における地下水調査の結果について」「（2024 年

12 月実施）によれば、調査は９箇所実施されている（この中に、市が小平井戸の会のアン

ケートに答えた 1箇所－矢崎町防災公園が含まれている）。また調査当時、工事中のため調

査をしなかった井戸が１箇所ある。 

 なお府中市が調査した９箇所には西府農業公園に設置された井戸が含まれる。この井戸

は「災害時兼用井戸」として明確に位置づけされている。他の公共施設の井戸７箇所も明確

に位置づけされていなくても、災害時に利用可能な井戸であることに変わりはない。 

 また府中市には、市内の企業等との間で結んだ「災害時における飲料水等の供給協力に関

する協定書」があり、以下の企業等との協定がある（府中市地域防災計画による）。 

  ・サントリービール株式会社武蔵野ビール工場 

  ・多摩川開発株式会社（多摩川競艇を経営） 

  ・日本中央競馬会東京競馬場 

  ・日本電気株式会社府中事業場 

  ・国立大学法人東京農工大学「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「 

  ・キユーピー株式会社中河原工場 

  ・株式会社東芝府中事業所 

「「「「・公衆浴場（5箇所） 

 すなわち、府中かんきょう市民の会」（水循環保全活動）が把握している災害用井戸、も

しくは災害時協力井戸は次のとおりになる。 

 ・公共の井戸 10 箇所 

 ・民間の井戸 12 箇所 

小平井戸の会のアンケートには当然のこととして上記の井戸数を回答すべきであったと

考える。なお、府中市には農業用井戸が多数存在するが（農業用井戸数は府中かんきょう市

民の会としては把握していない）、現在のところ災害用井戸もしくは災害時協力井戸等とし

て協定を締結した井戸はないと思われる。 

 府中かんきょう市民の会では、会報特集号で『正しく知ろう「PFAS」地下水汚染問題』を

発行した（参考資料参照）。読者の皆さんの参考になれば幸いである。 

 

 

 

 

 



＜参考資料＞ 

■小平井戸の会ＨＰ 

https://www.kodaira-idonokai.tokyo/activity 

■「小平井戸の会」ニュースレター 

206 号：災害時の生活用水確保のための井戸の必要性について 

https://drive.google.com/file/d/1jbGB0mj8P7FRY4SjvdCYnJ8BqR7Pdu3x/view 

■府中市 公共施設の井戸における地下水調査の結果について 

 https://www.city.fuchu.tokyo.jp/kurashi/sekatu/kogai/idotyousa.html 

■府中市地域防災計画（令和 6年修正）資料編 

https://www.city.fuchu.tokyo.jp/gyosei/kekaku/kekaku/bosaibohan/chikibousai/ch

iikibousaikeikaku30.files/r6siryouhenn.pdf 

８「物資・サービス供給 協定８－５～（災害時における飲料水等の供給協力に関する協

定書） 

■府中かんきょう市民の会 正しく知ろう「PFAS」地下水汚染問題（特集号） 

2024PFAS.pdf (f-env.sakura.ne.jp) 
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